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は
じ
め
に

　
『
大
日
経
』
は
、『
金
剛
頂
経
』
と
と
も
に
、
密
教
と
い
う
仏
教
の
根
本
と
な
っ

て
い
る
経
典
で
あ
る
。
特
に
『
大
日
経
』
の
「
住
心
品
」
は
、
空
海
の
主
著
『
秘

密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
基
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
「
序
分
」

は
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
空
海
が
主
張
す
る
「
法
身
説
法
」
の
根
拠
と

し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』「
秘
密
荘
厳
住
心　

第
十
」
に
も
「
自
心
の
源
底
」
の
光
景
を
描
く
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
は
空
海
に
と
っ
て
の
密
教
の
世
界
観
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
教
証
だ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
序
分
」
の
箇
所
を

あ
ら
た
め
て
出
来
る
限
り
精
確
に
読
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
空
海
独
自
の
解

釈
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

一　
『
大
日
経
』「
序
分
」
の
内
容

　

ま
ず
初
め
に
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
冒
頭
、「
序
分
」
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
今
は
紙
数
の
都
合
上
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
の

引
用
を
掲
げ
る
が
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。〔　

〕
内
は
『
大
日
経
』
本

文
か
ら
削
除
さ
れ
た
部
分
、〈　

〉
内
は
空
海
の
註
解
で
あ
る
。

　

大
毘
盧
遮
那
経
に
云
く
、〔
是
の
如
く
我
れ
聞
く
。〕
一
時
、
薄
伽
梵
、
如
来
加

持
広
大
金
剛
法
界
宮
に
住
し
た
ま
う
。
一
切
の
持
金
剛
者
、
皆
な
悉
く
集
会
せ

り
。

　
〔
如
来
の
信
解
遊
戯
神
変
よ
り
生
ず
る
大
楼
閣
宝
王
は
、
高
う
し
て
中
辺
無
く
、

諸
の
大
妙
宝
王
を
も
て
種
種
に
間
餝
し
、
菩
薩
の
身
を
師
子
座
と
為
す
。〕

　

其
の
金
剛
を
ば
名
づ
け
て
虚
空
無
垢
執
金
剛
、
乃
至
〔
十
七
名
の
執
金
剛
（
＝

持
金
剛
）
の
名
あ
り
〕
金
剛
手
秘
密
主
と
曰
う
。
是
の
如
く
の
上
首
の
十
仏
刹
微

塵
数
等
の
持
金
剛
衆
と
倶
な
り
き
。

　

及
び
普
賢
菩
薩
・〔
慈
氏
菩
薩
・
〕
妙
吉
祥
菩
薩
〔
・
除
一
切
蓋
障
菩
薩
等
の
〕

乃
至
諸
大
菩
薩
、
前
後
に
囲
繞
し
て
、
法
を
演
説
し
た
ま
う
。

　

謂
わ
所
る
、
三
時
を
越
え
た
る
如
来
の
日
の
加
持
の
故
に
身
語
意
平
等
句
の
法

門
な
り
。〈
此
は
自
性
身
の
説
法
を
明
か
す
。〉

空
海
の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て

竹
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時
に
彼
の
菩
薩
は
普
賢
を
上
首
と
為
し
、
諸
執
金
剛
は
秘
密
主
を
上
首
と
為

し
、
毘
盧
遮
那
如
来
の
加
持
の
故
に
身
の
無
尽
の
荘
厳
の
蔵
を
奮
迅
し
示
現
し
た

ま
う
。
是
の
如
く
語
意
平
等
の
無
尽
荘
厳
蔵
を
奮
迅
し
示
現
し
た
ま
う
。〈
此
は

受
用
身
の
説
法
を
明
か
す
。〉

　

毘
盧
遮
那
仏
の
身
、
或
は
語
、
或
は
意
従
り
生
ず
る
に
非
ず
。
一
切
時
処
に
起

滅
す
る
こ
と
辺
際
不
可
得
な
り
。
而
も
毘
盧
遮
那
の
一
切
の
身
業
、
一
切
の
語

業
、
一
切
の
意
業
は
、
一
切
処
、
一
切
の
時
に
有
情
界
に
於
い
て
真
言
道
句
の
法

を
宣
説
し
た
ま
う
。〈
此
は
変
化
身
の
説
法
を
明
か
す
。〉

　

又
た
執
金
剛
と
普
賢
と
蓮
花
手
菩
薩
等
と
の
像
貌
を
現
じ
て
、
普
く
十
方
に
於

い
て
、
真
言
道
清
浄
句
の
法
を
宣
説
し
た
ま
う
。〈
此
は
等
流
身
の
説
法
を
明
か

す
。
等
と
言
う
は
、
金
剛
と
蓮
華
手
と
を
挙
げ
て
、
兼
ね
て
外
金
剛
部
の
諸
尊
を

等
す
る
な
り
。
此
の
経
の
四
種
法
身
に
も
、
亦
た
竪
横
の
二
義
を
具
す
。
文
勢
知

る
べ
し
。〉

　
〔
謂
わ
所
る
、
初
発
心
よ
り
乃
至
十
地
に
、
次
第
に
此
の
生
に
満
足
す
。
縁
業

生
増
長
せ
る
有
情
類
の
業
寿
の
種
を
除
き
て
、
復
た
牙
種
生
起
す
る
こ
と
有
り
。〕

（『
定
本　

弘
法
大
師
全
集
』〔
以
下
、『
定
本
』〕
第
三
巻
、
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

な
お
、
大
正
一
八
巻
、
一
頁
上
〜
下
。『
国
訳
一
切
経
』、
印
度
撰
述
部
、
密
教
部

一
、
神
林
隆
浄
訳
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
一
年
改
訂
版
、
五
一
〜
五
二
頁
。

『
大
日
経
』、
新
国
訳
大
蔵
経
、
密
教
部
一
、
福
田
亮
成
校
註
、
大
蔵
出
版
、

一
九
九
八
年
、
四
一
〜
四
二
頁
参
照
。
こ
れ
ら
の
国
訳
の
読
み
と
、
今
、
掲
げ
た

『
定
本
』
の
『
弁
顕
密
二
経
論
』、『
十
住
心
論
』
に
お
け
る
空
海
の
訓
み
は
、
異

な
る
部
分
が
あ
る
。）

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
序
分
」
全
体
は
、
最
初
よ
り
「
謂
わ
所
る
三
時
を
越
え

た
る
如
来
の
日
、
加
持
の
故
に
身
語
意
平
等
句
の
法
門
な
り
」
ま
で
の
「
通
序
」

（
五
成
就
）
と
、
そ
の
後
、「
時
に
彼
の
菩
薩
は
普
賢
を
上
首
と
し
、
諸
の
執
金
剛

に
は
秘
密
主
を
上
首
と
為
し
」
か
ら
「
復
た
牙
種
生
起
す
る
こ
と
有
り
」
ま
で
の

「
別
序
」
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
「
通
序
」
は
、
諸
経
に
共
通
の
「
序
分
」
と
い
う
こ
と
で
、「
信
成
就
・
時
成

就
・
教
主
成
就
・
住
処
成
就
・
衆
成
就
」
の
五
成
就
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
中
「
如
是
我
聞
」
は
信
成
就
、「
一
時
」
は
時
成
就
、「
薄
伽
梵
」
は
教
主
成

就
、「
如
来
加
持
広
大
金
剛
法
界
宮
に
住
し
た
も
う
」
は
住
処
成
就
、「
一
切
の
持

金
剛
者
、
皆
な
悉
く
集
会
す
」
は
衆
成
就
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
如
来
の
信
解
」
以
下
「
師
子
座
と
為
す
」
ま
で
は
重
ね
て
住
処
成
就
、「
其
の
金

剛
を
ば
」
以
下
「
前
後
し
囲
繞
し
て
、
法
を
演
説
し
た
も
う
」
ま
で
が
重
ね
て
衆

成
就
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

上
掲
の
よ
う
に
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
で
、
空
海
が
「
通
序
」
に
自
性
身
説
法
、

「
別
序
」
に
受
用
身
説
法
・
変
化
身
説
法
・
等
流
身
説
法
と
い
う
註
解
を
施
し
て

い
る
こ
と
は
、
善
無
畏
の
『
大
日
経
疏
』（
疏
家
）
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、

空
海
独
自
の
解
釈
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
自
性
身
説
法
と
い
う
註

解
を
め
ぐ
っ
て
、
古
義
で
は
本
地
身
説
法
説
、
新
義
で
は
加
持
身
説
法
説
と
解
釈

が
分
か
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
箇
所
は
密
教
の
教
義
に
と
っ
て
き
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わ
め
て
重
要
な
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
こ
の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
説
述
、『
大
日
経
疏
』
の
解
説
、

空
海
の
解
釈
を
、
そ
れ
ぞ
れ
精
確
に
究
明
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
に

な
る
。
本
稿
は
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

二　
『
大
日
経
疏
』
の
解
説
の
特
色

　

す
で
に
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
そ
の
も
の
は
、
冒
頭
に
掲
出
し
て
お
い

た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
「
序
分
」
の
箇
所
に
対
す
る
『
大
日
経
疏
』
の
解
説
を

見
る
こ
と
に
し
よ
う
。『
大
日
経
疏
』
は
、
こ
の
「
序
分
」
の
最
初
の
部
分
に
関

し
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　

経
に
、
薄
伽
梵
、
如
来
加
持
に
住
す
、
と
云
う
は
、
薄
伽
梵
は
、
即
ち
毘
盧
遮

那
・
本
地
法
身
な
り
。
次
に
如
来
と
云
う
は
、
是
れ
仏
の
加
持
身
、
其
の
所
住
の

処
に
し
て
、
仏
の
受
用
身
と
名
く
。
即
ち
こ
の
身
を
以
て
、
仏
の
加
持
住
処
と

す
。
如
来
の
心
王
は
、
諸
仏
の
（
所
）
住
に
し
て
、
而
も
（
心
王
大
日
は
）
其
の

（
諸
仏
の
身
）
中
に
住
し
た
ま
う
。
既
に
（
諸
仏
は
）
遍
一
切
処
の
加
持
力
よ
り

生
ず
。
即
ち
（
心
王
大
日
の
）
無
相
法
身
と
無
二
無
別
な
り
。
而
も
（
心
王
大
日

如
来
は
、
そ
の
）
自
在
神
力
を
以
て
、
一
切
衆
生
を
し
て
、
身
密
の
色
を
見
、
語

密
の
声
を
聞
き
、
意
密
の
法
を
悟
ら
し
む
。
そ
の
根
性
に
随
う
て
種
種
に
不
同
な

り
。
即
ち
こ
の
（
心
王
大
日
如
来
の
）
所
住
（
の
処
）
を
加
持
処
と
名
く
。（『
国

訳
一
切
経
』、
一
〇
〜
一
一
頁
。
大
正
三
九
巻
、
五
八
〇
頁
上
。）

　

ま
ず
、
薄
伽
梵
と
あ
る
の
は
、「
即
ち
毘
盧
遮
那
・
本
地
法
身
な
り
」
と
あ
る
。

薄
伽
梵
の
語
の
意
味
に
は
「
仏
地
経
論
」
の
六
義
な
ど
が
あ
る
が
、
密
教
に
お
け

る
解
釈
と
し
て
は
、『
大
日
経
疏
』
に
「
世
尊
も
亦
爾
り
、
大
智
の
明
を
以
て
、

一
切
識
心
の
無
明
煩
悩
を
破
し
た
ま
う
。
こ
れ
等
は
本
よ
り
無
生
に
し
て
、
ま
た

相
貌
も
な
し
。
然
れ
ど
も
、
慧
日
出
ず
る
時
に
、
暗
惑
自
ら
除
く
。
是
の
故
に
義

を
以
て
名
け
て
破
と
す
」（
同
前
、
一
〇
頁
）
と
い
う
。
疏
家
は
こ
の
薄
伽
梵
を

も
っ
て
、
本
地
法
身
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
松
長
有
慶
は
、「
本
地
と
は
本
来
的
な
依
り
所
と
い
う
意
味
で
、『
大
日

経
』
巻
三
・
転
字
輪
漫
荼
羅
行
品
第
八
に
「
我
一
切
の
本
初
な
り
、
号
を
世
所
依

と
名
づ
く
」（
大
正
一
八
巻
、
二
二
頁
中
）
と
い
う
経
文
が
そ
れ
を
表
し
て
い
る
」

（『
大
日
経
住
心
品
講
讃
』、
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
〇
年
、
九
二
頁
）
と
説
明
し
て

い
る
。

　
『
大
日
経
』
で
は
、
こ
の
薄
伽
梵
が
、「
如
来
加
持
広
大
金
剛
法
界
宮
に
住
し
た

も
う
」
と
あ
っ
た
。『
大
日
経
疏
』
は
、
こ
こ
で
「
如
来
加
持
」
が
仏
の
加
持
身

す
な
わ
ち
受
用
身
で
あ
っ
て
、
こ
の
受
用
身
が
「
仏
の
加
持
住
処
」
で
あ
る
と
い

う
。
そ
う
す
る
と
、
大
日
如
来
の
本
地
法
身
の
住
処
は
、
加
持
さ
れ
た
受
用
身
で

あ
る
と
い
う
関
係
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
国
訳
一
切
経
』
に
よ
れ
ば
、「
如
来
の
心
王
は
、
諸
仏
の
（
所
）
住

に
し
て
、
而
も
（
心
王
大
日
は
）
其
の
（
諸
仏
の
身
）
中
に
住
し
た
も
う
」
と
あ

る
。
こ
の
『
国
訳
』
の
補
充
に
し
た
が
っ
て
読
め
ば
、
諸
仏
は
如
来
の
心
王
に
住
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し
、
如
来
の
心
王
は
諸
仏
の
身
中
に
住
す
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
既
に
（
諸
仏
は
）

遍
一
切
処
の
加
持
力
よ
り
生
ず
。
即
ち
（
心
王
大
日
の
）
無
相
法
身
と
無
二
無
別

な
り
。
…
…
即
ち
こ
の
（
心
王
大
日
如
来
の
）
所
住
（
の
処
）
を
加
持
処
と
名

く
」
と
あ
る
。
一
般
に
身
が
住
す
る
の
は
、
国
土
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ

こ
で
の
所
住
と
は
、
い
わ
ゆ
る
器
世
間
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
大
日
如

来
は
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
等
の
間
に
住
み
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
等
は
大
日
如
来
に
住
し
て

い
る
と
い
う
、
い
わ
ば
曼
荼
羅
的
世
界
が
こ
こ
で
い
う
住
処
な
の
だ
と
受
け
止
め

ら
れ
よ
う
。

　
『
大
日
経
疏
』
に
お
い
て
は
、
以
下
こ
の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
文
の

解
釈
が
示
さ
れ
て
い
く
が
、
本
稿
の
紙
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を

私
な
り
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
本
地
法
身

と
し
て
の
大
日
如
来
が
加
持
身
を
現
し
、
こ
の
加
持
身
の
ま
わ
り
に
は
執
金
剛
や

四
大
菩
薩
ら
、
さ
ら
に
は
そ
の
眷
属
が
集
会
し
て
い
る
。
こ
の
加
持
身
は
、
自
受

用
身
で
も
あ
り
う
る
が
、
群
生
の
た
め
に
説
法
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
受
用
身
な

い
し
変
化
身
等
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
加
持
身
は
、「
身
語
意
平

等
句
の
法
門
」
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
三
密
の
無
尽
荘
厳
蔵

の
奮
迅
示
現
を
行
い
、
つ
い
で
三
密
に
基
づ
く
無
量
の
説
法
を
行
う
。
そ
の
際
、

三
密
の
そ
れ
ぞ
れ
が
説
法
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
眷
属
も
無
量
の

説
法
を
行
う
。
そ
れ
ら
に
は
、
無
数
の
方
便
も
含
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
即
身
成

仏
を
実
現
す
る
密
教
の
教
え
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
若
し
異
の
方
便
門

に
於
て
、
密
意
を
開
顕
す
る
も
、
亦
た
皆
な
是
の
如
き
宝
乗
を
離
れ
ず
」（『
国

訳
』、
二
五
頁
）
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
密
教
の
説
法
が
行
わ
れ
る
が
、
衆

生
の
機
根
に
よ
っ
て
は
、
顕
教
の
よ
う
な
方
便
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
」
を
説
く
に
あ
た
っ
て
の
、
三
密
の
無
尽
荘

厳
蔵
の
奮
迅
示
現
、
そ
の
「
転
釈
」
と
し
て
の
「
毘
盧
遮
那
仏
の
身
、
或
は
語
、

或
は
意
従
り
生
ず
る
に
非
ず
。
一
切
処
に
起
滅
す
る
こ
と
辺
際
不
可
得
な
り
。
而

も
毘
盧
遮
那
の
一
切
の
身
業
、
一
切
の
語
業
、
一
切
の
意
業
は
、
一
切
処
、
一
切

の
時
に
有
情
界
に
於
い
て
真
言
道
句
の
法
を
宣
説
し
た
ま
う
」、
お
よ
び
そ
の
詳

し
い
説
明
（「
前
の
相
を
広
ず
る
」）
に
対
し
、
空
海
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
仏
身
が

特
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
言
え
る
こ
と
は
、
本
地
身
そ
の
も

の
は
説
法
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
加
持
身
は
群
生
を
教
化
す
る
仏

身
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
他
受
用
身
、
変
化
身
等
が
想
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら

は
三
密
を
通
じ
て
説
法
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
補
強
す
る
の
は
、
空
海
が
『
弁
顕
密
二
教
論
』
で
、『
大
日
経
』

「
住
心
品
」
の
「
序
分
」
と
合
わ
せ
て
引
用
さ
れ
る
『
大
日
経
』「
百
字
果
相
応

品
」
の
一
節
で
あ
る
（『
十
住
心
論
』
に
も
分
割
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
）。
そ
こ

に
は
空
海
に
よ
り
、
大
日
如
来
は
釈
尊
の
三
身
と
同
様
に
、
三
身
に
よ
っ
て
説
法

す
る
こ
と
等
が
註
解
さ
れ
て
い
る
（『
定
本
』
第
三
巻
、
一
〇
七
頁
）。
な
お
、
大

日
も
釈
迦
も
三
身
に
於
て
活
動
す
る
が
、
そ
の
間
に
違
い
が
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
独

自
で
あ
る
）
こ
と
に
つ
い
て
、
高
井
観
海
は
そ
の
不
同
に
次
の
三
説
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。
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一
、
別
の
身
で
あ
る
、
二
、
能
説
の
仏
身
は
同
一
で
あ
る
が
所
説
の
法
門
は
不

同
で
あ
る
、
三
、
能
説
の
仏
身
・
所
説
の
法
門
と
も
に
同
一
で
あ
る
が
、
機
に

よ
っ
て
見
る
も
の
に
区
別
が
あ
る
の
で
、
機
に
約
し
て
不
同
で
あ
る
。（『
即
身
成

仏
義
・
弁
顕
密
二
教
論
講
義
』、
名
著
出
版
、
二
六
一
頁
）

　

と
も
あ
れ
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
で
は
、
こ
の
「
序
分
」
の
後
に
、
密
教
の

教
え
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
が
、
説
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

三　

空
海
の
解
釈
の
特
色

　
（
一
）　
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
解
釈

　

空
海
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
を
、『
弁
顕
密

二
教
論
』
と
、『
十
住
心
論
』
に
引
用
し
て
い
る
。
前
に
も
触
れ
た
が
、『
弁
顕
密

二
教
論
』
で
は
、
そ
の
巻
下
に
法
身
説
法
の
教
証
と
し
て
引
用
し
、『
十
住
心
論
』

で
は
、
そ
の
「
秘
密
荘
厳
住
心
」
の
冒
頭
に
提
示
さ
れ
る
「
自
心
の
源
底
」
と
し

て
の
胎
蔵
曼
荼
羅
の
光
景
を
示
す
も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

　

空
海
が
こ
う
し
た
論
書
を
ど
の
よ
う
な
時
系
列
で
著
し
た
の
か
は
、
ま
だ
ま
だ

解
明
す
べ
き
問
題
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
ほ
う
が
、

『
十
住
心
論
』
よ
り
前
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

こ
こ
で
は
、
論
旨
の
運
び
の
都
合
上
、
ま
ず
『
十
住
心
論
』
の
ほ
う
を
先
に
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

空
海
は
、『
十
住
心
論
』
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
『
大
日
経
疏
』
に
そ
の
解

釈
を
委
ね
て
お
り
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
に
四
種
法
身
を
配

当
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
序

分
」
の
全
体
を
ま
と
め
て
示
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
小
分
け
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
『
大
日
経
疏
』
の
解
説
を
付
す
、
と
い
う
仕
方
を
採
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
冒
頭
の
句
に
関
し
て
は
、『
大
日
経
疏
』
を
用
い
ず
、
き
わ
め
て
独

自
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
紙
数
が
な
い
の
で
、
こ
こ
も
簡
潔
に
そ
の
あ
り
方
を

示
し
て
お
く
が
、
ま
ず
、「
薄
伽
梵
」
を
「
嘆
徳
の
総
称
」
と
言
っ
て
い
る
。

け
っ
し
て
『
大
日
経
疏
』
の
よ
う
に
「
本
地
身
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
「
総
称
」
の
「
総
」
の
意
味
を
、
諸
仏
諸
尊
全
体
の
意
と
し
て
用

い
て
い
る
。

　

次
の
「
如
来
加
持
広
大
金
剛
法
界
」
は
、
普
通
に
は
所
住
の
宮
の
形
容
の
語
と

思
わ
れ
よ
う
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
能
住
の
五
仏
で
あ
り
、
四
種
曼
荼
羅
で
あ
る

と
い
う
。
図
に
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
住
五
仏　
　

四
種
曼
荼
羅

　
　
　
　

如
来　
　
　

大　

日　
　
　

大
曼
荼
羅

　
　
　
　

加
持　
　
　

宝　

幢　
　
　

羯
磨
曼
荼
羅

　
　
　
　

広
大　
　
　

開
敷
華　
　
　

通
四
種
曼
荼
羅

　
　
　
　

金
剛　
　
　

弥　

陀　
　
　

三
昧
耶
曼
荼
羅

　
　
　
　

法
界　
　
　

天　

鼓　
　
　

法
曼
荼
羅
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こ
う
し
て
、
五
仏
お
よ
び
眷
属
す
な
わ
ち
諸
仏
諸
尊
で
あ
る
能
住
は
、
ま
た
四

種
曼
荼
羅
を
発
揮
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
特
に
加
持
身
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
む
し
ろ
仏
身
全
体
の
活
動
が

想
定
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
空
海
は
も
と
よ
り
『
大
日
経
疏
』
の
本
地
法
身
・
加
持
身
の
説

を
採
用
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
深
く
顧
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、「
宮
」
の
み
が
所
住
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
は
国
土
の
こ
と
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
証
三
昧
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
能

住
、
す
な
わ
ち
大
日
如
来
（
五
仏
）
お
よ
び
眷
属
の
諸
仏
諸
尊
が
住
す
る
所
住

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
自
証
三
昧
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
十
住
心
論
』
で
は
、「
通
序
」
の
「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
」
と
、「
別

序
」
の
「
奮
迅
示
現
」
等
の
説
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
は
も
う
、『
大
日
経
疏
』
に
基
本
的
に
任
せ
て
い
る
の
で
、
上
述
の
『
大
日

経
疏
』
の
理
解
と
同
等
の
も
の
と
見
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
」
が
、
そ
の
後
の
奮
迅
示
現
以
下
に
解
説
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
他
受
用
身
等
に
よ
る
説
法
と
理
解
し
て
い
る
と
、
ひ
と
ま
ず
は
見
る
ほ
か
な

い
。

　

し
か
し
空
海
は
こ
こ
で
、「
薄
伽
梵
」
は
本
地
法
身
、「
如
来
加
持
」
は
加
持
身

と
い
う
疏
家
の
解
釈
を
採
ら
ず
、「
如
来
加
持
等
」
に
五
仏
（
五
智
）
等
を
読
む

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
大
日
如
来
の
説
法
の
会
座
の
中
に
自
性
身
・
自
受
用
身

の
説
法
も
あ
り
う
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
説
法
が
こ
こ
に
ひ
そ
か
に
込
め
ら
れ
て

い
る
と
読
む
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
仕
方
で
、

疏
家
の
註
釈
を
用
い
つ
つ
、
空
海
の
独
自
の
立
場
を
も
担
保
し
て
い
る
と
捉
え
る

の
が
正
し
い
受
け
止
め
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
二
）　
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
解
釈　

１

　

一
方
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
は
、『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
本
文

の
ご
く
一
部
を
削
除
し
つ
つ
引
用
し
、
か
つ
そ
の
「
通
序
」
は
自
性
身
説
法
、

「
別
序
」
は
受
用
身
説
法
、
変
化
身
説
法
、
等
流
身
説
法
で
あ
る
と
註
解
す
る
の

で
あ
っ
た
。
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
経
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

特
に
「
通
序
」
の
部
分
を
自
性
身
説
法
で
あ
る
と
し
、
別
序
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇

所
を
受
用
身
等
と
分
け
て
理
解
す
る
こ
と
は
空
海
独
特
の
も
の
で
あ
り
、『
大
日

経
疏
』
が
、
そ
の
全
体
を
通
し
て
加
持
身
（
他
受
用
身
・
変
化
身
等
）
の
説
法
で

あ
る
と
す
る
の
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
は
、
こ
の
解
釈
に
込
め
ら
れ
た
空
海
の
意
旨
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

ま
ず
、「
如
来
の
信
解
遊
戯
神
変
よ
り
生
ず
る
大
楼
閣
宝
王
、
高
に
し
て
中
辺

な
し
。
諸
の
大
妙
宝
王
を
も
て
種
種
に
間
餝
せ
り
。
菩
薩
の
身
を
師
子
座
と
為

す
」
の
句
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。『
大
日
経
疏
』
は
「
薄
伽

梵
」
を
本
地
法
身
と
し
、「
如
来
加
持
」
を
加
持
身
と
見
た
の
で
あ
る
が
、
空
海
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は
『
十
住
心
論
』
に
お
い
て
、
そ
の
本
地
身
お
よ
び
加
持
身
の
こ
と
に
は
触
れ

ず
、
所
住
に
つ
い
て
も
独
自
の
解
釈
を
し
て
、
む
し
ろ
自
証
三
昧
と
し
て
い
た
。

そ
の
こ
と
が
こ
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
著
述
時
に
も
、
す
で
に
念
頭
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、『
大
日
経
疏
』
の
い
う
加
持
身
の
説
法
の
処

を
表
す
と
さ
れ
る
句
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
は
、
空
海
が
そ
も
そ
も
『
大
日
経

疏
』
に
お
け
る
本
地
身
・
加
持
身
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
も
と
よ
り
採
用
し
よ
う

と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
よ
く
物
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
別
序
の
部
分
を
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
の
説
法
で
あ
る
と
分
割
し

て
解
釈
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
「
別
序
」
の
最
初
に
出
る
無
尽
荘
厳
蔵
の
奮
迅
示
現
は
、
説
法
の
前
の
儀
式
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
用
身
の
説
法
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
奮
迅
示
現

に
続
い
て
こ
こ
に
説
か
れ
て
は
い
な
い
受
用
身
の
説
法
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
て
い

く
の
だ
、
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
そ
れ
も
奮
迅
示
現
同
様
に
三
密

に
よ
る
説
法
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
一
切
処
に
起
滅
し
て
辺
際
不
可
得
な
り
」
に
関
し
て
、
変
化
身
の
説

法
と
捉
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
妥
当
で
あ
る
と
言
え
る
か
と
思
う
。
そ
の
場

合
、「
毘
盧
遮
那
仏
の
身
、
或
は
語
、
或
は
意
従
り
生
ず
る
に
非
ず
」
を
、
変
化

身
だ
け
に
つ
い
て
説
く
も
の
と
見
る
の
か
、
変
化
身
・
等
流
身
に
つ
い
て
説
い
た

も
の
と
見
る
の
か
、
実
は
受
用
身
も
含
め
て
そ
れ
ら
三
身
の
説
法
全
体
に
つ
い
て

説
い
た
も
の
と
見
る
の
か
が
、
一
つ
の
問
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

受
用
身
は
、
仏
智
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ
り
、
変
化
身
・
等
流
身
は
、
仏

智
の
作
用
に
基
づ
い
て
相
手
側
（
衆
生
等
）
に
映
現
す
る
影
像
の
は
ず
で
あ
る
。

空
海
が
、「
毘
盧
遮
那
仏
の
身
、
或
は
語
、
或
は
意
従
り
生
ず
る
に
非
ず
」
の
句

を
、
受
用
身
の
説
明
の
中
に
入
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
「
毘
盧
遮
那
仏
の
身
、
或
は
語
、
或
は
意
従
り
生
ず
る
に
非
ず
」

と
い
う
句
の
確
か
な
意
を
汲
み
取
る
に
は
、『
大
日
経
疏
』
の
初
め
の
ほ
う
に
、

経
題
の
中
の
「
神
変
加
持
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
に
あ
る
、
次
の
説
明
が
参
考

に
な
ろ
う
。

　

是
の
故
に
、
自
在
神
力
加
持
三
昧
に
住
し
て
、
普
く
一
切
衆
生
の
為
に
、
種
種

諸
趣
の
所
憙
見
の
身
を
示
し
て
、
種
種
の
性
欲
の
所
宜
聞
の
法
を
説
き
、（
衆
生

の
）
種
種
の
心
行
に
随
う
て
、
観
照
の
門
を
開
き
た
ま
う
。
然
も
此
の
応
化
は
毘

盧
遮
那
の
身
、
或
は
語
、
或
は
意
よ
り
生
ず
る
に
非
ず
。
一
切
の
時
処
に
於
い

て
、
起
滅
辺
際
、
倶
に
不
可
得
な
り
。
譬
え
ば
、
幻
師
が
呪
術
力
を
以
て
、
薬
草

を
加
持
し
て
、
能
く
種
種
の
未
曽
有
の
事
を
現
じ
、
五
情
の
所
対
に
、
衆
心
を
悦

可
せ
し
む
れ
ど
も
、
若
し
加
持
を
捨
つ
る
時
は
、
然
も
後
に
隠
没
す
る
が
如
し
。

如
来
金
剛
幻
も
、
亦
復
た
是
の
如
し
。
縁
謝
す
れ
ば
則
ち
滅
し
、
機
興
れ
ば
則
ち

生
ず
。
事
に
即
し
て
而
も
真
な
り
、
終
尽
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
神
力
加
持
経
と

曰
う
。（『
国
訳
一
切
経
』、
八
頁
。
大
正
三
九
巻
、
五
七
九
頁
中
）

　

す
な
わ
ち
、
現
象
と
し
て
は
現
じ
る
が
し
か
し
実
体
的
存
在
で
は
な
い
、
故
に
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不
可
得
で
あ
り
（
一
切
の
時
処
に
お
い
て
、
起
滅
辺
際
、
倶
に
不
可
得
な
り
）、

そ
こ
が
「
毘
盧
遮
那
仏
の
〜
従
り
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
ろ
う
。
と
同

時
に
、「
事
に
即
し
て
而
も
真
な
り
」
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
小
田
慈
舟
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
本
地
法
身
所
現
の
三
無
尽
荘
厳
蔵
は
自
性
常
恒
の
実
理
に
契
証
せ
し
め
る
為
で

あ
る
か
ら
、
一
往
は
能
所
現
の
不
同
が
あ
る
が
、
実
は
能
所
現
共
に
不
二
平
等

で
、
所
現
の
起
滅
の
当
相
も
第
一
実
際
に
居
し
て
一
味
平
等
で
あ
る
。
即
ち
所
現

は
不
生
の
上
の
縁
起
而
生
で
、
不
生
の
本
地
身
と
異
ら
ず
。
一
切
の
時
処
に
於
い

て
三
密
の
法
門
を
説
き
広
く
一
切
有
情
を
教
化
し
不
生
真
実
の
理
に
契
わ
し
め
る

の
で
あ
る
。
経
文
の
「
非
従
毘
盧
遮
那
仏
」
等
は
能
現
に
対
し
て
所
現
の
不
生
を

明
か
す
。
即
ち
能
現
の
毘
盧
遮
那
と
所
現
の
変
化
法
身
と
共
に
不
二
平
等
に
し

て
、
所
現
起
滅
の
相
も
亦
た
第
一
実
際
で
平
等
一
味
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
而

毘
盧
遮
那
」
以
下
の
文
は
所
現
の
身
相
を
明
か
す
。「
毘
盧
遮
那
」
は
能
現
、「
一

切
身
業
」
等
は
所
現
の
三
業
、「
一
切
処
」
等
は
時
処
、「
於
有
情
界
」
等
は
説
法

を
示
し
た
句
で
あ
る
。」（『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
、
七
四
三
頁
）

　

つ
ま
り
、
所
現
で
あ
る
説
法
す
る
仏
身
（
変
化
法
身
）
な
い
し
そ
の
作
用
は
、

本
地
法
身
（
大
日
如
来
の
本
体
）
と
も
と
よ
り
一
体
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
能
生
・

所
生
の
差
異
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
高
井
観
海
は
、「
こ
の
変
化
身
は
今
の
文
に
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
三

密
の
業
用
に
依
っ
て
、
二
乗
凡
夫
の
為
に
真
言
道
を
説
く
こ
と
を
言
う
。
…
…
然

ら
ば
二
乗
凡
夫
の
為
に
法
を
説
く
仏
が
い
か
に
し
て
真
言
道
を
説
く
か
と
言
え

ば
、
た
と
い
所
説
の
法
は
四
諦
、
十
二
因
縁
等
の
法
門
で
も
、
如
来
よ
り
見
れ
ば

自
内
証
の
法
門
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
の
法
門
の
字
相
に
執
ら
わ
れ
て
字

義
即
ち
如
来
内
証
を
知
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
顕
教
変
化
身
の
説
法
を
聞
く
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
に
依
っ
て
字
義
を
知
る
も
の
は
密
教
の
変
化
法
身

0

0

を
見
る
も
の
で
あ

る
」
と
解
説
し
て
い
る
（『
即
身
成
仏
義
・
弁
顕
密
二
教
論
講
義
』、
二
五
七
〜

二
五
八
頁
）
の
も
興
味
深
い
。

　

次
に
、
等
流
身
説
法
と
さ
れ
た
な
か
に
、「
執
金
剛
・
普
賢
・
蓮
華
手
菩
薩
の

像
貌
を
現
じ
て
」
と
あ
っ
た
こ
と
は
、
等
流
身
と
は
相
手
と
同
等
の
身
を
現
じ
て

教
化
す
る
仏
身
な
の
で
あ
る
か
ら
、
教
化
の
対
象
と
し
て
六
道
の
衆
生
の
み
で
な

く
、
菩
薩
等
の
諸
尊
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
実
際
、
密
教
に
は
、

九
界
等
流
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
や
や
前
に
戻
っ
て
、
こ
こ
で
空
海
が
受
用
身
説
法
と
註
解
し
た
そ
の
受

用
身
と
は
、
自
受
用
身
か
他
受
用
身
か
そ
の
両
者
か
、
が
問
題
と
な
ろ
う
。
お
そ

ら
く
、
他
者
に
対
す
る
説
法
の
主
体
は
、
他
受
用
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
奮

迅
示
現
そ
の
も
の
が
、
他
者
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の

仏
は
他
受
用
身
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
田
慈
舟
も
、「
今
は
外
用
に
約
す

る
故
に
他
受
用
身
に
か
ぎ
る
と
見
た
ら
よ
い
」（『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
、
七
四
二

頁
）
と
言
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
他
受
用
身
は
自
受
用
身
に
基
づ
い
て
お
り
、

故
に
他
受
用
身
と
一
体
の
も
の
と
し
て
そ
こ
に
自
受
用
身
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
辺
は
、
自
性
身
説
法
と
さ
れ
た
自
性
身
と
は
何
か
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の
理
解
と
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
は
、
以
下
に
お
い
て

考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
三
）　
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
解
釈　

２

　

い
っ
た
い
、「
通
序
」
の
最
後
、「
謂
わ
所
る
、
三
時
を
越
え
た
る
如
来
の
日
の

加
持
の
故
に
身
語
意
平
等
句
の
法
門
な
り
」
を
演
説
す
る
と
い
う
自
性
身
説
法
の

自
性
身
と
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
空
海
の
考
え

る
自
性
身
と
は
何
か
、
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
と
え
ば
『
大
日
経
開
題
』（
法
界
浄
心
）
に
は
、「
大
毘
盧
遮
那
と
は
、
自
性

法
身
即
ち
本
有
本
覚
の
理
身
な
り
」（『
定
本
』
第
四
巻
、
一
一
頁
）
と
、
自
性
身

を
理
身
と
捉
え
る
立
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も

「
且
く
浅
略
の
義
を
釈
せ
ば
」（
同
前
）
と
、
浅
略
の
立
場
の
仏
身
論
に
よ
る
も
の

な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
密
教
の
立
場
に
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
わ
け
に
は
行
か
な

い
。
ま
た
そ
の
浅
略
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、「
即
ち
本
有
本
覚
の
理
身
な
り
」
と
、

「
本
覚
の
理
身
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
理
身
と
い
っ
て
も
理
智
不
二
の
理
身

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

唯
識
思
想
に
お
け
る
自
性
身
は
、
理
智
隔
別
の
理
で
あ
っ
て
、
真
如
・
法
性
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
智
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
理
解
こ
そ
ま
さ
に
理
法
身
説

の
典
型
で
あ
る
。
し
か
し
如
来
蔵
説
な
ど
で
は
、
真
如
を
理
智
不
二
と
み
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
立
場
で
の
自
性
身
は
、
智
を
含
ん
だ
も
の
、
理
智
不
二

の
仏
身
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
密
教
に
お
い
て
も
、
こ
の
立
場
を
基
本
と

す
る
に
違
い
な
い
。

　

で
は
、
真
如
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
そ
の
智
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
真
如
は
無
分
別
智
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
平
等

無
差
別
の
真
如
と
一
体
の
智
と
は
、
無
分
別
智
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
た
だ
し
、
智
は
個
に
お
い
て
発
動
さ
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
理

智
不
二
の
理
の
方
面
に
お
い
て
は
普
遍
、
智
の
方
面
に
お
い
て
は
個
で
あ
っ
て
、

そ
こ
は
超
個
と
個
の
不
二
の
世
界
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
わ
ば
い
の
ち

の
原
点
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、
空
海
の
密
教
に
お
い
て
は
、
本
覚
思
想
が
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
お
り
、

五
智
あ
る
い
は
四
種
法
身
も
も
と
よ
り
衆
生
に
内
在
し
て
い
る
と
明
か
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
文
言
は
、
空
海
の
著
作
の
中
に
い
く
つ
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う

が
、
一
、二
の
例
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

　

法
界
宮
の
中
に
秘
主
、
寂
を
扣
し
日
、
自
在
殿
の
内
に
密
王
、
庫
を
開
し
朝
、

心
殿
を
発
い
て
而
も
珍
財
を
示
し
、
重
関
を
除
い
て
以
て
自
楽
を
受
く
る
が
如
く

に
至
っ
て
は
、
三
等
の
理
、
彼
此
異
な
る
こ
と
無
く
、
五
智
の
覚
、
人
我
同
じ
く

得
た
り
。
座
を
起
た
ず
し
て
、
金
剛
は
即
ち
是
れ
我
が
心
な
り
。
三
劫
を
経
ず
し

て
、
法
身
は
即
ち
我
が
身
な
り
、
…
…
（『
大
日
経
開
題
』（
法
界
浄
心
）、
同
前
、

三
〜
四
頁
）

　

復
た
次
に
、
一
切
如
来
と
は
、
顕
密
二
の
意
を
具
す
。
…
…
密
の
義
は
、
五
智
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の
仏
を
一
切
如
来
と
名
づ
く
。
一
切
の
諸
法
を
聚
め
て
、
共
じ
て
五
仏
の
身
を
成

ず
る
が
故
に
。
此
の
五
仏
は
、
則
ち
諸
仏
の
本
体
、
諸
法
の
根
源
な
り
。
故
に
一

切
如
来
と
名
づ
く
。

　

此
の
五
智
に
、
二
の
別
有
り
。
一
に
は
自
の
五
智
の
仏
、
二
に
は
他
の
五
智
の

仏
な
り
。
他
の
五
智
の
仏
に
亦
た
二
あ
り
。
一
に
は
先
成
就
者
、
二
に
は
未
成
就

の
仏
な
り
。
先
成
就
に
亦
た
二
あ
り
。
一
に
は
自
先
成
就
、
二
に
は
他
先
成
就
な

り
。
自
他
の
本
覚
の
仏
は
、
則
ち
法
爾
自
覚
に
し
て
、
本
来
、
三
身
四
徳
を
具
足

し
、
無
始
よ
り
恒
沙
の
功
徳
を
円
満
す
。（『
金
剛
頂
経
開
題
』、
同
前
、
七
七
〜

七
八
頁
）

　

又
た
云
く
、
大
日
金
剛
峯
は
微
細
に
し
て
自
然
に
住
し
、
光
明
、
常
に
遍
く
照

し
て
、
不
壊
清
浄
の
業
あ
り
、
と
。

　

大
日
金
剛
峯
と
は
、

盧
舎
那
法
界
体
性
智
、
是
れ
な
り
。

　

微
細
住
自
然
と
は
、
金
剛
自
性
、
大
円
鏡
智
、
阿
閦
仏
、
是
れ
な
り
。

　

光
明
常
遍
照
と
は
、
南
方
宝
生
、
平
等
性
智
、
自
証
の
徳
、
是
れ
な
り
。

　

清
浄
と
は
、
本
来
清
浄
心
、
妙
観
察
智
、
無
量
寿
仏
な
り
。

　

不
壊
業
と
は
、
無
為
作
業
者
、
成
所
作
智
、
北
方
、
不
空
成
就
仏
、
是
れ
な

り
。

　

此
の
五
智
の
仏
、
及
び
三
十
七
智
の
仏
、
乃
至
無
量
倶
胝
の
仏
は
、
修
行
を
観

（
ま
）
た
ず
、
対
治
を
待
た
ず
、
本
来
、
此
の
法
爾
の
仏
位
に
住
し
て
、
四
種
法

身
を
具
し
、
塵
沙
の
荘
厳
を
備
え
た
も
う
。

　

四
種
法
身
と
言
う
は
、
自
性
身
、
受
用
身
、
変
化
身
、
等
流
身
、
是
れ
な
り
。

　

此
の
如
く
の
四
種
法
身
は
、
自
然
自
覚
な
り
。
故
に
先
成
就
の
本
覚
の
仏
と
名

づ
く
。
…
… 

（『
金
剛
頂
経
開
題
』、
同
前
、
七
八
〜
七
九
頁
）

　

こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
五
智
は
も
と
よ
り
衆
生
に
内
在
し
て
お
り
、
と
い
う
こ

と
は
い
わ
ば
「
本
有
の
自
受
用
身
」
等
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
、
自
性
身
の
理
智
不
二
の
智
が
、
仮
に
無
分
別
智
の
み
だ
と
し
て

も
、
す
で
に
そ
れ
と
不
離
一
体
の
し
か
た
で
五
智
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
自
性
身
は
五
智
の
中
、
法
界
体
性
智
と
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
法
界
体
性

智
と
は
、
無
分
別
智
と
真
如
の
不
二
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
五
智
全
体
を

統
合
し
た
も
の
と
見
る
立
場
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
自
性
身
に
五

智
が
内
在
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
五
智
は
本
有
で
あ

る
の
だ
か
ら
、
い
わ
ば
本
有
の
自
受
用
身
が
あ
る
こ
と
（
ひ
い
て
は
本
有
の
四
種

法
身
が
あ
る
こ
と
）
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
空
海
が
い
う
自
性
身
説
法
に
は
、
い
ず
れ
の
仕
方
で
あ
れ
本
有
の

五
智
が
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
本
有
の
自

受
用
身
と
一
体
の
自
性
身
と
言
っ
て
も
よ
い
。「
別
序
」
の
受
用
身
説
法
の
受
用

身
が
他
受
用
身
で
あ
る
と
き
、
自
受
用
身
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
自
性
身
と
と
も
に

あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
説
法
の
主
体
は
、
平
等
性
智
を
基
底
と
し
た
妙
観
察
智
の
（
後
得
智

の
）
は
た
ら
き
で
あ
っ
て
、
無
分
別
智
に
そ
の
作
用
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
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も
し
も
仮
に
自
性
身
が
法
界
体
性
智
に
相
当
し
、
そ
れ
に
は
無
分
別
智
の
よ
う
な

智
し
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
説
法
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
界
体
性
智
が
他
の
四

智
を
総
合
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
問
題
な
く
説
法
で
き
る
。
と

同
時
に
、
五
智
は
も
と
よ
り
成
就
し
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
本
有
の
自
受
用
身

が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
仮
に
自
性
身
が
無
分
別
智
の
智
と
不
二
の
理
だ
と
し
て

も
、
自
性
身
と
自
受
用
身
と
が
一
体
と
な
っ
て
説
法
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
空
海
の
こ
こ
の
自
性
身
説
法
の
自
性
身
に
は
、
実
は
自
受
用
身
を
含
む
も
の

と
見
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
空
海
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
、
顕
教
は
他
受
用
身
・
変
化
身

等
の
説
法
、
密
教
は
自
性
身
・
自
受
用
身
の
説
法
と
規
定
し
て
い
た
。
自
性
身
と

自
受
用
身
と
は
、
常
に
一
体
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
両
身
に
よ
り
密
教
の
説
法
が

な
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
そ
れ
は
自
受
法
楽
の
た
め
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
「
別
序
」
の
部
分
が
他
者
救
済
（
他
受
法
楽
）
等

の
説
法
で
あ
る
の
に
対
し
、「
通
序
」
の
部
分
の
自
性
身
説
法
は
、
基
本
的
に
自

受
法
楽
と
し
て
の
説
法
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
自
性
身
説
法
と
言
わ
れ
る
と
き
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
に
お
い

て
、
自
性
身
に
よ
る
説
法
は
確
か
に
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
「
序
分
」
で
説
か
れ
て
い
る
説
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
言
葉
に
よ

る
教
え
の
開
示
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
空
海

が
受
用
身
説
法
と
し
た
箇
所
で
は
、「
身
の
無
尽
荘
厳
蔵
を
奮
迅
し
示
現
す
。
是

の
如
く
語
意
平
等
の
無
尽
荘
厳
蔵
を
奮
迅
示
現
す
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
説
法
の

前
の
儀
式
で
あ
っ
て
、
説
法
そ
の
も
の
は
語
密
に
よ
る
と
了
解
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
空
海
が
変
化
身
説
法
と
い
う
箇
所
に
お
い
て
も
、「
而
も
毘
盧
遮

那
の
一
切
の
身
業
、
一
切
の
語
業
、
一
切
の
意
業
は
、
一
切
処
、
一
切
の
時
に
有

情
界
に
於
い
て
真
言
道
句
の
法
を
宣
説
す
」
と
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
日
如
来

は
三
密
の
活
動
の
お
の
お
の
に
よ
っ
て
、
密
教
の
説
法
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。『
大
日
経
疏
』
の
立
場
で
は
、
こ
の
こ
と
は
い
わ
ば
加
持
身
説
法
（
他
受
用

身
・
変
化
身
）
の
解
説
で
も
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
空
海
の
場
合
も
、
前
の
奮
迅
示

現
に
続
い
て
な
さ
れ
る
は
ず
の
他
受
用
身
説
法
に
お
い
て
も
、
三
密
の
全
体
に
お

い
て
そ
の
説
法
が
な
さ
れ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
空
海
が
等
流
身
説
法
と
す
る
箇
所
で
は
、「
又
た
執
金
剛
・
普
賢
・

蓮
華
手
菩
薩
等
の
像
貌
を
現
じ
て
、
普
く
十
方
に
於
い
て
、
真
言
道
清
浄
句
の
法

を
宣
説
し
た
も
う
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
「
法
の
宣
説
」
は
語
密
に
よ
る
も
の
と
解

す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、「
像
貌
を
現
じ
て
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
す
で

に
あ
る
種
の
説
法
が
あ
る
と
見
て
、
結
局
、
三
密
を
通
じ
て
説
法
す
る
と
見
て

も
、
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
大
塚
伸
夫
は
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、「
そ
も
そ
も
『
大
日
経
』

に
お
け
る
大
日
如
来
の
説
法
に
対
す
る
立
場
は
、
人
々
を
導
こ
う
と
す
る
心
か
ら

（
意
密
活
動
）、
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
た
り
（
身
密
活
動
）、
言
葉
を
か
け
て

（
語
密
活
動
）、
人
々
を
導
こ
う
と
す
る
救
済
者
（
加
持
身
）
そ
の
も
の
を
現
し
出
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す
こ
と
を
説
法
と
い
い
、
こ
の
説
法
内
容
を
「
身
口
意
平
等
句
の
法
門
」
と
称
し

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
法
身
大
日
如
来
の
無
量
の
分
身
を
示
現
す
る
こ
と
を
説
法
と

表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
大
塚
伸
夫
「
第
一
章　
『
大
日

経
』」、
高
橋
尚
夫
他
編
『
空
海
と
イ
ン
ド
中
期
密
教
』
第
Ⅲ
部
、
春
秋
社
、

二
〇
一
六
年
、
一
五
〇
〜
一
五
一
頁
）

　

こ
う
し
て
、
空
海
に
お
け
る
諸
仏
諸
尊
の
説
法
は
、
実
は
三
密
に
よ
る
説
法

（
三
業
説
法
）
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
自
性
身
説
法
の
、「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
な
り
」
も
、
言
語

（
語
密
）
に
お
い
て
三
密
平
等
の
世
界
を
説
く
と
い
う
よ
り
、
そ
う
い
う
言
い
方

の
中
で
、
三
密
全
体
で
そ
の
平
等
の
世
界
を
開
演
す
る
こ
と
を
明
か
し
た
も
の
と

見
る
の
が
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
節
を
あ
ら

た
め
て
、
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

四　

特
に
自
性
身
説
法
の
特
色

　

さ
て
、
空
海
が
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
「
通
序
」
の
最
後
に
、「
自
性

身
説
法
」
と
註
解
し
た
、
そ
の
自
性
身
説
法
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
こ
の
自
性
身
と
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
本
有
の
自
受
用
身
す
な
わ
ち
無

始
な
る
五
智
と
一
体
の
も
の
と
考
え
る
時
、
け
っ
し
て
説
法
で
き
な
い
と
見
る
べ

き
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
世
界
は
仏
の
内
証
の
当
体
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫

の
分
別
で
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
対
象
的
な
言
語
で
語
り
う
る
も
の
で
も

な
い
。
故
に
そ
の
意
味
で
は
言
語
道
断
・
心
行
処
滅
の
世
界
で
は
あ
る
。
と
同
時

に
、
そ
の
当
体
そ
の
も
の
に
説
法
し
て
や
ま
な
い
活
動
が
あ
る
こ
と
を
、
妨
げ
る

わ
け
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

こ
こ
に
、「
果
分
可
説
」
の
密
教
に
お
け
る
意
味
も
あ
る
。
空
海
は
「
果
分
可

説
」
の
語
を
、「
果
分
に
つ
い
て
説
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
よ
り
、「
果
分
も

説
く
こ
と
が
出
来
る
」
の
意
で
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
後
に

触
れ
る
密
教
独
自
の
説
と
い
う
「
法
身
説
法
」
の
意
味
に
も
通
じ
て
い
る
。

　

で
は
、
自
性
身
（
・
自
受
用
身
）
は
、
ど
う
い
う
説
法
を
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
経
典
に
は
、「
法
を
演
説
し
た
も
う
」
の
そ
の
「
法
」
の
内
容
と
し
て
、「
謂

わ
所
る
三
時
を
越
え
た
る
如
来
の
日
、
加
持
の
故
に
身
語
意
平
等
句
の
法
門
な

り
」
と
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
、「
三
時
を
越
え
た
る
如
来
の
日
」
と
は
、

い
わ
ば
「
永
遠
の
今
」
に
お
い
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
紙
数
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
、
詳
し
く
は
立
ち
入
ら
な
い
。「
加

持
の
故
に
」
と
は
、
空
海
の
い
う
自
性
身
説
法
の
場
合
、
お
の
ず
か
ら
の
作
用
を

発
揮
し
て
、
と
受
け
止
め
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
自
性
身
説
法
が
基
本
的
に
自

受
法
楽
で
あ
る
と
き
、
他
者
の
た
め
に
教
化
の
力
を
発
揮
し
て
の
意
と
見
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
、「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
」
を
開
演
す
る
と
い
う
。
で
は
こ
の
法

門
の
内
容
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
了
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
基
本
的
に
は
、「
身
語
意
平
等
句
」
の
教
え
を
言
語
で
も
っ
て
述
べ
る
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
表
現
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に
お
い
て
、
実
は
三
密
そ
の
も
の
を
発
揮
す
る
こ
と
が
説
法
で
あ
る
と
理
解
す
べ

き
で
も
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
お
い
て
、
自
受
法
楽
し
て
い
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
と
き
、「
平
等
句
」
の
「
句
」
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
到
達
す
べ
き
世
界
、
す
な
わ
ち
内
証
の
世
界
と
見
て

よ
い
と
考
え
る
。「
句
」
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
目
的
地
に
向
か
う
過
程
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
を
通
し
て
い
わ
ば
目
的
地
が
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
ひ
い
て
は
こ
れ
を
も
っ
て
目
的
地
を
表
す
と
解
釈
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
の

で
あ
る
。「
句
」
に
は
依
り
所
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
修
行
の
過
程
の
依
り
所
は

実
は
内
証
の
世
界
そ
の
も
の
と
な
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

で
は
、「
平
等
」
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
平
等
」
の

語
に
含
ま
れ
た
意
味
を
正
し
く
了
解
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、『
大
日
経
疏
』
に
、「
言
く
、
如
来
種
種
の
三
業
は
、
皆
、
第
一
実

際
・
妙
極
の
境
に
至
る
。
身
は
語
に
等
し
く
、
語
は
心
に
等
し
。
猶
お
大
海
の
一

切
処
に
遍
じ
て
、
同
一
鹹
味
な
る
が
如
し
。
故
に
平
等
と
云
う
」（『
国
訳
一
切

経
』、
一
五
頁
。
大
正
三
九
巻
、
五
八
三
頁
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
三
密
の
そ
れ

ぞ
れ
が
一
切
処
に
遍
じ
て
い
て
、
す
べ
て
が
一
味
で
あ
る
こ
と
は
、
平
等
の
語
の

基
本
的
な
意
味
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
平
等
は
空
海
の
場
合
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
も
な
い
。

こ
の
平
等
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
仏
一
身
に
お
け
る
三
密
の
間
の
平
等
の
み
で
な

く
、
あ
る
仏
の
三
密
と
他
の
仏
の
三
密
と
の
間
の
平
等
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に

す
で
に
仏
が
内
在
し
て
い
て
し
か
も
活
動
し
て
い
る
と
き
、
仏
の
三
密
と
衆
生
の

内
な
る
仏
の
三
密
と
の
平
等
、
さ
ら
に
は
衆
生
同
士
に
お
け
る
三
密
の
平
等
と

い
っ
た
関
係
に
ま
で
、
お
の
ず
か
ら
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
こ
を
『
秘
蔵
記
』
は
、「
…
…
是
の
三
密
、
平
等
平
等
に
し
て
法
界
に
遍
ず
。

是
れ
を
自
の
三
平
等
と
名
づ
く
。
吾
が
三
平
等
と
本
尊
の
三
平
等
と
同
一
縁
相
な

り
。
是
れ
を
他
の
三
平
等
と
名
づ
く
。
只
だ
本
尊
と
吾
が
三
平
等
と
同
一
縁
相
な

る
の
み
に
非
ず
、
已
成
未
成
の
一
切
の
諸
仏
の
三
平
等
も
亦
た
同
一
縁
相
な
り
。

是
れ
を
共
の
三
平
等
と
名
づ
く
。
…
…
」（『
定
本
』
第
五
巻
、
一
三
三
頁
）
と

言
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、『
秘
蔵
記
』
に
は
、
さ
ら
に
次
の
説
示
も
あ
る
。

　

問
う
、
秘
密
蔵
は
、
何
を
以
て
か
体
宗
用
と
為
る
や
。
答
う
、
曼
荼
羅
を
以
て

体
と
為
し
、
三
三
昧
を
以
て
宗
と
為
し
、
方
便
を
以
て
用
と
為
す
。

　

問
う
、
曼
荼
羅
を
以
て
体
と
為
る
、
其
の
意
、
如
何
。
余
も
亦
た
然
な
り
。
答

う
、
曼
荼
羅
は
本
初
不
生
の
理
、
是
れ
即
ち
体
な
り
。
又
た
自
の
三
平
等
、
互
相

に
摂
入
し
、
他
の
三
平
等
、
互
相
に
摂
入
し
、
共
の
三
平
等
、
互
相
に
摂
入
し
て

平
等
平
等
な
る
は
是
れ
即
ち
宗
な
り
。
…
…
」（『
定
本
』
第
五
巻
、
一
五
七
頁
）

　

秘
密
蔵
と
は
、
真
言
密
教
の
教
え
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
曼
荼
羅
を
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体
と
し
、
宗
（
そ
の
根
本
的
な
意
味
）
と
し
て
は
、
自
・
他
・
共
の
三
平
等
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
互
相
に
摂
入
」
し
て
い
て
、「
平
等
平
等
」
で
あ
る
事
態
で
あ

る
と
い
う
。
ふ
つ
う
、
体
・
相
・
用
が
言
わ
れ
、
体
・
宗
・
用
は
私
と
し
て
は
見

か
け
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
宗
で
あ
れ
ば
そ
の
根
本
趣
旨
と
い
っ
た
意
味
で
と
ら

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
密
が
あ
ら
ゆ
る
身
（
人
）
の
間

で
、「
互
相
に
加
入
し
、
彼
此
摂
持
」（『
即
身
成
仏
義
』、『
定
本
』
第
三
巻
、

二
五
頁
）
し
て
い
る
事
態
こ
そ
を
明
か
す
の
が
秘
密
蔵
な
の
で
あ
る
。
こ
の
秘
密

蔵
は
、
密
教
の
三
蔵
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
秘
密
荘
厳
住
心
そ
の
も
の
と
見
る
の

も
よ
い
か
と
思
う
。
そ
の
場
合
は
、
体
・
相
・
用
で
見
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

参
考
ま
で
に
、『
秘
蔵
記
』
に
は
、「
斯
の
真
言
（
浄
三
業
の
真
言
）
を
誦
す
る

に
於
い
て
、
二
の
説
有
り
。
一
に
は
曰
く
、
身
と
は
印
、
語
と
は
真
言
、
意
と
は

観
照
な
り
。
斯
の
自
他
の
三
業
、
本
来
清
浄
な
る
が
故
に
、
浄
三
業
の
真
言
と
曰

う
。
二
に
は
曰
く
、
吾
が
三
業
、
本
来
清
浄
に
し
て
法
界
に
遍
ず
。
他
の
衆
生
の

三
業
も
本
来
清
浄
に
し
て
法
界
に
遍
ず
。
我
が
三
業
、
他
の
衆
生
の
三
業
と
相
い

障
礙
せ
ず
し
て
法
界
に
遍
ず
る
こ
と
、
譬
え
ば
千
灯
の
光
明
の
相
い
障
礙
せ
ざ
る

が
如
く
の
故
に
、
吾
が
三
業
を
浄
む
れ
ば
、
他
の
衆
生
の
三
業
、
倶
時
に
清
浄
な

り
。
故
に
浄
三
業
の
真
言
と
曰
う
」
と
あ
る
（『
定
本
』
第
五
巻
、
一
三
七
頁
）。

　

と
も
あ
れ
、『
大
日
経
』
の
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
本
来
は
そ
の
事
態
ま
で
読

む
の
は
読
み
込
み
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
空
海
の
世
界
観
の
中
で
は
、

平
等
の
語
に
あ
く
ま
で
も
そ
こ
ま
で
の
広
が
り
が
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
世
界
観
は
、『
十
住
心
論
』
の
「
帰
敬
頌
」
に
も
明
瞭
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
帰
敬
頌
」
に
お
い
て
は
、
法
界
体
性
に
基
づ
く
四
種
曼
荼
羅
を

発
揮
し
て
い
る
諸
仏
諸
尊
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
と
述
べ
た
後
、「
是
の
如
く
の

自
他
の
四
法
身
は
、
法
然
と
し
て
輪
円
せ
る
我
が
三
密
な
り
。
天
珠
の
如
く
渉
入

し
て
虚
空
に
遍
じ
、重
重
無
碍
に
し
て
刹
塵
を
過
ぎ
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
（『
定

本
』
第
二
巻
、
三
頁
）。「
自
他
の
四
種
法
身
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
種
曼
荼
羅
を
発

揮
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
三
密
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
に
も
ほ
か
な

ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
因
陀
羅
網
の
譬
喩
の
よ
う
に
、
重
重
無
尽
に
渉
入

し
あ
っ
て
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
に
「
我
が
三
密
」
で

あ
る
の
で
あ
る
。

　
『
声
字
実
相
義
』
の
「
叙
意
」
に
は
、「
平
等
の
三
密
は
法
界
に
遍
じ
て
而
も
常

恒
な
り
。
五
智
四
身
は
、
十
界
を
具
し
て
而
も
欠
く
る
こ
と
無
し
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
、「
所
謂
、
声
字
実
相
と
い
っ
ぱ
、
即
ち
是
れ
法
仏
平
等
の
三
密
、
衆
生
本

有
の
曼
荼
（
羅
）
な
り
」
と
あ
る
（『
定
本
』
第
二
巻
、
三
五
頁
）。「
法
仏
平
等

の
三
密
」
は
、『
大
日
経
』
の
「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
」、
空
海
の
言
う
自
性
身

説
法
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
「
衆
生
本
有
の
曼
荼
（
羅
）」
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
大
日
如
来
は
、
他
の
諸
仏
・
諸
尊
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
本
覚
す

な
わ
ち
五
智
・
四
種
法
身
と
相
互
に
渉
入
し
あ
い
つ
つ
、
自
受
法
楽
に
お
い
て
三

密
を
発
揮
し
て
い
る
、
こ
の
こ
と
自
体
が
、
実
は
「
身
語
意
平
等
句
の
法
門
」
を

演
説
す
る
と
い
う
こ
と
の
内
容
な
の
だ
と
解
す
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
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な
お
こ
の
こ
と
が
、
実
は
ひ
そ
か
に
衆
生
に
内
熏
の
作
用
を
も
た
ら
し
て
い

て
、
そ
こ
に
見
え
な
い
化
他
の
作
用
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
を
、
空
海
は
自
性
身
説
法
と
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
古
義
に

い
う
本
地
身
説
法
と
は
、
こ
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

五　

法
身
説
法
に
つ
い
て

　

空
海
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
、『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
序
分
」

の
箇
所
を
、
法
身
説
法
の
証
拠
と
し
て
引
用
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
で
は
そ
の
法

身
説
法
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
実
は
四
種
身
の
す
べ
て
が
法
身
と
も
よ
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
法
身
が
そ
れ
ぞ
れ
説
法
す
る
こ
と
の
総
体
が
法
身
説
法
で
あ
る
と
い
う
理

解
が
あ
り
え
よ
う
。

　

ま
た
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
、
四
種
身
に
関
し
て
、
竪
の
理
解
と
横

の
理
解
と
が
あ
り
、
横
の
理
解
で
は
す
べ
て
同
体
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
（『
定

本
』
第
三
巻
、
一
〇
四
頁
、
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
）。
そ
こ
で
、
四
種
法
身
が
そ

れ
ぞ
れ
説
法
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
実
は
一
体
の
説
法
で
あ
り
、
そ
こ
に
法

身
説
法
を
見
る
、
と
い
う
理
解
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
顕
教
で
は
法
身
説
法
は
あ
り
え
な
い
が
密
教
で
は
法
身
説
法
が
あ
り

う
る
と
い
う
こ
と
に
、
空
海
の
言
う
法
身
説
法
の
最
大
の
意
味
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
こ
の
法
身
は
特
に
自
性
身
（
・
自
受
用
身
）
を
意
味
し
、
そ
れ
ら
も
説
法
す

る
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
り
え
、
や
は
り
こ
こ
に
こ
そ
密
教

の
説
く
法
身
説
法
の
核
心
が
あ
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
弁
顕
密
二
教
論
』
で
は
、
密
教
の
説
法
に
つ
い
て
絶
え
ず
自
性
身
と
自
受
用

身
を
並
べ
て
挙
げ
て
説
明
し
て
お
り
、
法
身
説
法
と
い
う
と
き
の
法
身
は
、
自
性

身
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
性
身
が
単
な
る
理
法
身

で
は
な
く
理
智
不
二
の
法
身
で
あ
る
と
同
時
に
、
必
ず
常
に
自
受
用
身
（
五
智
）

と
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
空
海

は
法
身
説
法
の
核
心
を
、
少
な
く
と
も
『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
「
序
分
」
の

中
の
「
通
序
」、
さ
ら
に
限
定
し
て
言
え
ば
、「
謂
わ
所
る
三
時
を
越
え
た
る
如
来

の
日
、
加
持
の
故
に
身
語
意
平
等
句
の
法
門
な
り
」
に
見
て
い
る
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
上
述
の
事
情
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
法
身
説
法
と
言
っ
て
も
単
に
語

密
に
よ
る
説
法
の
み
で
な
く
、
三
密
の
活
動
そ
の
も
の
を
説
法
と
見
て
い
る
の
で

あ
り
、
し
か
も
そ
の
三
密
は
自
平
等
・
他
平
等
・
共
平
等
を
具
し
た
も
の
な
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
根
源
的
な
仏
が
身
・
語
・
意
の
三
方
面
に
わ
た
っ
て
、
他

の
諸
仏
・
諸
尊
な
い
し
諸
衆
生
の
三
密
と
交
渉
し
つ
つ
そ
の
力
能
を
発
揮
し
て
い

る
こ
と
が
、
法
身
説
法
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
こ
そ
が
、
秘
密

荘
厳
住
心
で
あ
り
、
秘
密
曼
荼
羅
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と

も
、
十
分
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

　

以
上
、
本
稿
で
は
、『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
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に
つ
い
て
、
私
な
り
に
検
討
し
て
み
た
。
す
べ
て
空
海
の
基
本
的
な
文
献
の
私
な

り
の
読
解
に
基
づ
く
個
人
的
な
解
釈
に
過
ぎ
ず
、
伝
統
的
な
宗
学
に
綿
密
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
古
来
、
経
論
の
解
釈
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
え
た
の
で

あ
る
か
ら
、
私
独
自
の
解
釈
を
展
開
す
る
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
と
し
て
あ
り
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
上
述
の
私
論
が
空
海
の
教
学
の
あ
る
部
分
の
論
点

整
理
に
な
り
え
て
い
て
、
い
く
ら
か
で
も
空
海
の
深
秘
な
思
想
の
明
快
な
解
明
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
私
と
し
て
は
幸
甚
に
思
う
次
第
で
あ
る
。

 

（
了
）

キ
ー
ワ
ー
ド　

『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」、『
弁
顕
密
二
教
論
』、
自
性
身
説
法
、
三
密
平
等

の
法
門
、
法
身
説
法




